
















 本論は五つの章から構成される。第 1章から第 4章にかけては、ベルクソンの四つの主
著、すなわち『意識に直接与えられたものについての試論』（以下『試論』、Essai sur les 
données immédiates de la conscience, 1889）、『物質と記憶』（Matière et memoire, 1896）、『創造
的進化』（L’évolution créatrice, 1907）、および『道徳と宗教の二源泉』（以下『二源泉』、Les 































































































第 5章 「差異」の考察から導かれる「揺れ」の積極的な流動性 
 




 第 1節と第 2節では、ドゥルーズの論文「ベルクソンにおける差異の概念」（Gilles Deleuze, 




 第 3節では、ベルクソンの二つの論文「形而上学入門」（ « Introduction à la métaphysique », 
1903）と「哲学的直観」（ « Intuition philosophique », 1911）、およびそれらに関連する研究
論文を参照し、持続と揺れの関係のあり方の変化について追究する。これらの議論によっ
て我々は、揺れの解釈に関わる論点がベルクソン哲学内部の概念と繋がりを保ちつつも、
ベルクソン哲学の外部に向かって開かれていることを示す。 
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結 
 
 以上の議論を経て、本論は、揺れがベルクソン哲学の解釈にとって重要な語であると結
論づける。ベルクソン研究において揺れは正面から取り上げられてこなかったが、揺れは
決してベルクソン哲学の本質を損なうものではない。それはむしろ、幾何学の問題を解く
際に引かれる補助線のように、ベルクソン哲学の理解をさらに深めるための手段を提供し
うる。よって本論は、ベルクソン哲学において揺れに注目する意義を示しえたと言えるだ
ろう。 
